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トッパンホールは高度な空調管理システムを有し適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

といったいわゆるテツラフ・ファミリーの魅力をしっかりと日本の

コンサートシーンに紹介するプログラムを用意したりと、ヴァイオリ

ニストを超えたところでのテツラフの人間性もいろいろ感じること

ができたフェスティバルになっていた。

　今回のリサイタルは、その16年のフェスティバル以来の登場と

なる。この7年という時間はテツラフにどんな変化をもたらしたので

あろうか。プログラムはヤナーチェク、スーク、バルトーク…と

若き日から得意としてきた東欧の民族色豊かな作品と、十八番の

ブラームス。共演するのは、急逝したフォークトの愛弟子で、テツ

ラフが強く推す新進気鋭のピアニスト、キヴェリ・デュルケン。

この若い才能豊かなピアニスト相手に、自身が若き日から得意とし

弾き込んできた作品をどのように再創造するのか、非常に興味深い

と言えよう。私にはいまなお情熱を迸らせ、とびきり鮮度のいい

音楽をシャープに奏でるテツラフの演奏姿が脳裡に浮かぶが、

皆さまはどんな姿を想像されるのだろうか？

プログラミング・ディレクター　西巻正史

　2001年4月。まだ真新しくまぶしかったトッパンホールの檜の

ステージに早々と立った俊英ヴァイオリニストがクリスティアン・

テツラフだった。上の世代の“巨匠の時代”とはっきり訣別し、自ら

信じる音楽を颯爽と鮮明に打ち出したテツラフの演奏はとても新鮮

で、戦後ドイツの演奏家が新たなスタイルを纏って登場したことを

感じさせた。それは、同世代のライバルであるアンネ=ゾフィー・

ムターやフランク・ペーター・ツィンマーマンとも大きく異なる

テツラフ固有の魅力であり、その後出現する若手奏者達にも様々な

影響を与えることとなった。

　テツラフはその後もトッパンホールに度々登場してきた。それぞれ

印象深いが、とりわけ強く皆さまの記憶に残っているのは、2011年

5月の無伴奏2公演と16年5月の15周年室内楽フェスティバルでは

なかろうか。11年の公演は、3月に起きた東日本大震災後の状況を

不安視して海外アーティストが軒並み来日を見合わせた中にあって、

単身いち早く来日、J.S.バッハとバルトークの無伴奏という弾き手にも

聴き手にも高い集中力を要する連続公演で我々の心の渇きを癒し、

同時にヴァイオリン音楽の魅力をまざまざと印象付けたコンサート

だった。2016年のトッパンホール15周年室内楽フェスティバルでは、

中心アーティストとして八面六臂の活躍をみせフェスティバルを

牽引するだけでなく、盟友ラルス・フォークトや妹ターニャ・テツラフ


